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自動運転実現の要、「眼となるセンサー」
～注目される同分野の市場拡大～
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自動運転システムの概要

※上記は過去のものおよび予想であり、将来を約束するものではありません。

信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成

ADAS/自動運転用センサーの世界市場規模

（兆円）

（2017年～2030年予測）

出所：矢野経済研究所
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遠距離（LiDAR）、近距離（レーダー）、
物体認識（カメラ）など

状況判断のもと、危険を回避したり、
乗り心地のよい車両軌道を生成します
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6月29日、矢野経済研究所は、ADAS（Advanced driver-assistance systems：先進運転支援システム）や自動
運転用センサー市場の世界市場調査結果を発表しました。同調査によると、需要の拡大基調を背景に、ADAS/
自動運転用センサー市場は、2030年までに3兆円を越える規模になることが見込まれています。自動運転の技
術を大きく整理すると、「眼となるセンサー」「頭脳となるAI（人工知能）」「行動を起こすシステム」の3つに分けられ

ます。そして、今回、矢野経済研究所から発表された調査結果は、「眼となるセンサー」に関連する市場規模に該
当します。

自動運転はその自動化の程度により5つのレベルに分類されており、レベル1～2は「運転支援」、レベル3以上

が「自動運転」と位置付けられています。「運転支援」の場合の主体は運転をするヒトである一方、「自動運転」の
場合の主体はシステムであり、ヒトの関与なしに目的地まで安全に走行可能となるのが「自動運転」の究極的な
姿と言えます。ADASがめざすものは、事故を回避できるシーンをできるだけ多く増やしていくことです。そして、
共通する技術が多くあることから、ADASの開発は、そのまま、自動運転の技術の発展につながると言われてい
ます。

ADAS/自動運転用センサーの世界市場の中で、2030年にかけて、特に急成長が見込まれているのが、「レー
ザー/LiDAR」の分野です。LiDAR（ライダー：Light Detection And Ranging）とは、レーザー光線を用いて周囲の

位置関係や距離を把握する技術または装置のことです。音波を利用するレーダーよりも波長の短いレーザー光
線を利用することで、より細かな距離の測定が可能であり、100メートル離れた物体との距離を的確に把握するこ
とが可能とされています。 LiDARは、今後実用化が見込まれる高速道路での自動運転の先に控える、一般道路

での自動運転の際に、特に必要不可欠なセンサーです。自動運転の実現に向けた要の技術であることから、近
い将来、需要拡大が見込まれており、足元ではLiDARについて、低コスト・小型化への開発競争が自動車部品
メーカーにとどまらず電機メーカーなどを含め、業界の垣根を越えて世界で巻き起こっています。

このような中、今後、金融市場においても、自動運転の実用化が近づくにつれ、投資対象として関連銘柄への
注目が高まるとみられます。こうしたことを踏まえると、魅力的な投資機会を捉える意味でも、自動運転の技術の
進化と開発競争の動向から目が離せません。
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